
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県医療ソーシャルワーカー協会 

夏 季 研 修 会 の ご 案 内 

医療・介護施設の機能分化が一層進められる中で、退院支援において患者・家族の意思

決定を支える上で必要とされる「情報」の内容や共有化の方法を、あらためて考え直すことが

必要な時期にきているといえます。 

そこで、今研修では、近年の医療・介護制度改正の動向を学ぶとともに、参加者の方々と

情報共有のあり方について考え合う機会にしたいという目的から下記の内容で開催すること

にしました。 

 
開 催 

日 時 

平成 30年 9月 2日（日曜日） 

10：30～16：10（予定） 

◆申込先：早良病院 ＭＳＷ 安武 （FAX：092-882-1605／E-mail：yasutake-hajime@sawara-hp.jp） 

会 場 

講 師 

福岡朝日ビル 地下 1階 第 16号会議室 

（福岡市博多区博多駅前 2-1-1） 

金蔵 常一 先生（新生会病院 ＭＳＷ） 

定 員 

６０名（先着順） 

［受付 10：00～］ 

【テーマ】 

『退院支援における情報共有のあり方を考える』 

～医療・介護制度改正の動向をふまえ～ 

午前の部：講義 

「近年の医療・介護制度改正の動向から 

これからの情報共有のあり方について考える」 

 

午後の部：グループディスカッション 

「退院支援における情報共有のあり方を 

考える」 

受講をご希望の方は、開催要領をご確認の上、別紙申込書にて下記へお申込み下さい。 


